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留寿都中学校  卒業式
　３月14日、留寿都中学校で第39回卒業証書授与式が行われ、16人が卒業を迎え
ました。卒業生の合唱で会場は感動に包まれました。　
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は
じ
め
に

　

平
成
27
年
第
１
回
留
寿
都
村

議
会
定
例
会
の
開
会
に
当
た

り
、
村
政
執
行
の
基
本
的
な
方

針
と
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
、
村
議
会
議
員
並
び
に

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

我
が
国
は
、
安
倍
政
権
が
進

め
る
、
日
本
経
済
再
生
に
向
け

た
大
胆
な
金
融
・
財
政
政
策
等

の
効
果
に
よ
っ
て
、
緩
や
か
な

景
気
回
復
基
調
に
あ
り
ま
し
た

が
、
昨
年
４
月
の
消
費
税
率
５

％
か
ら
８
％
へ
の
引
上
げ
以
降
、

消
費
の
低
迷
が
続
き
、
次
第
に

景
気
の
腰
折
れ
に
対
す
る
懸
念

が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、

消
費
税
率
10
％
へ
の
再
増
税
の

延
期
決
定
を
掲
げ
、
年
末
の
総

選
挙
に
勝
利
し
た
現
政
権
の
も

と
で
、
地
方
創
生
関
連
法
に
基

づ
く
、
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
の
た
め
の
交
付
金
創
設
な

ど
、
経
済
対
策
及
び
地
方
創
生

等
を
柱
に
、
総
額
３
兆
１
千
億

円
余
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
方
創
生
は
、
地
域
の
農
業

や
観
光
な
ど
の
可
能
性
を
、
最

大
限
に
引
き
出
す
た
め
、「
し
ご

と
を
作
り
、
ひ
と
に
留
ま
っ
て

も
ら
い
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ

る
。
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
描

く
も
の
で
あ
り
、
本
村
と
し
て

も
、
今
後
、
こ
う
し
た
国
の
地

方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
加
速

化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
、
地

域
の
活
性
化
対
策
を
強
力
に
推

進
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
成
長

戦
略
の
一
つ
と
し
て
、「
攻
め
の

農
林
水
産
業
」
の
た
め
の
農
政

改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
の

妥
結
を
に
ら
み
、
国
内
農
業
の

競
争
力
強
化
を
図
ろ
う
と
し
て

い
る
中
で
、
農
協
の
自
主
的
判

断
に
よ
る
経
営
を
促
す
農
協
改

革
の
対
応
な
ど
、
地
域
経
済
へ

及
ぼ
す
影
響
に
も
充
分
配
慮
し

な
が
ら
、
国
内
外
の
動
向
を
踏

ま
え
た
安
定
性
と
継
続
性
の
あ

る
行
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
、
北
海
道
知
事
に
要
望

し
た
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
国
の
法
整
備
等
に
係
る

論
議
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
観
光
及
び
地
域
経

済
の
振
興
、
雇
用
の
創
出
に
よ

る
人
口
増
加
、
さ
ら
に
は
、
社

会
基
盤
の
整
備
促
進
等
の
副
次

的
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
反

面
、
治
安
や
依
存
症
に
関
す
る

リ
ス
ク
等
、
マ
イ
ナ
ス
の
面
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
も
勘
案
し
、

本
村
へ
の
誘
致
に
際
し
て
は
、

何
よ
り
住
民
の
合
意
形
成
を
基

本
と
し
て
、
今
後
、
国
や
道
な

ど
関
係
機
関
や
企
業
等
と
の
連

絡
調
整
は
も
と
よ
り
、
住
民
に

対
す
る
き
め
細
か
な
情
報
提
供

体
制
を
始
め
、
羊
蹄
山
麓
町
村

と
の
連
携
形
成
、
さ
ら
に
は
、

マ
イ
ナ
ス
面
克
服
の
た
め
の
規

制
の
検
討
な
ど
、
Ｉ
Ｒ
の
誘
致

に
向
け
た
窓
口
を
含
む
観
光
部

門
の
事
務
に
つ
い
て
、
企
画
課

へ
移
管
す
る
村
の
機
構
改
革
を

実
施
し
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
新
し
い
国
づ
く
り
の

契
機
と
す
る
目
的
で
発
足
し

た
「
日
本
創
生
会
議
」
の
人
口

減
少
問
題
検
討
分
科
会
か
ら
、

２
０
４
０
年
に
は
、
若
年
女
性

の
流
出
に
伴
う
人
口
減
少
に
よ

り
、
８
９
６
の
市
町
村
が
、「
消

滅
」
の
危
機
に
直
面
す
る
と
い

う
、
衝
撃
的
な
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
す
で
に
過
疎
・
空
洞

化
が
進
行
し
て
い
る
多
く
の
自

治
体
に
お
い
て
、
限
界
集
落
へ

の
対
応
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
構
築
な
ど
、
人
口
対
策
が

緊
急
の
政
策
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
地
方
の
厳

し
い
現
状
を
踏
ま
え
、
長
期
的

か
つ
総
合
的
な
視
点
に
立
ち
、

「
第
５
次
留
寿
都
村
総
合
計
画
」

に
基
づ
く
、「
実
施
計
画
」
を
基

本
と
し
て
、
村
内
へ
の
定
住
促

進
を
始
め
、
若
者
が
結
婚
し
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
づ
く
り
な
ど
、
各
般
に
わ
た

る
人
口
対
策
を
強
力
に
推
進

し
、「
笑
顔
と
や
さ
し
さ
に
ふ
れ

る
共

き
ょ
う

創そ
う

の
村
留
寿
都
」
を
実
現

す
る
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ん
と

留寿都村長  場谷常八
今月号では、３月の村議会で示された平成27年度の村づくりの基本的な
方針である「村政執行方針」と、教育行政の基本的な方針である「教育行
政執行方針」をお伝えします。
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思
い
を
一
つ
に
、
全
力
で
取
り

組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

分
野
別
重
点
施
策

　

こ
こ
で
、
平
成
27
年
度
の
村

政
運
営
に
臨
む
私
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。自

主
・
自
立
の

村
づ
く
り

交
流
人
口
拡
大
の

た
め
の
振
興
策

　

最
初
に
、「
自
主
・
自
立
の
村

づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
の
振
興
策
」
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。
現
在
、
本
格
的
な

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
地
方
に
お
い
て
「
定
住
人

口
の
増
加
」
を
前
提
と
す
る
地

域
づ
く
り
は
限
界
を
迎
え
て
い

る
中
で
、
私
は
、
定
住
人
口
の

視
点
だ
け
で
は
な
く
、
本
村
が

有
す
る
先
進
的
な
農
業
と
国
際

的
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
、
豊

か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
、

「
交
流
人
口
の
拡
大
」
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
包
括
協
定

を
締
結
し
た
ロ
ー
ト
製
薬
株
式

会
社
等
と
の
結
び
付
き
を
発
展

さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
童
謡

「
赤
い
靴
」
を
縁
と
す
る
自
治

体
は
も
と
よ
り
、
企
業
・
関
係

団
体
等
へ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
締
結
の
働
き
か
け
、
さ
ら

に
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致

な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
秋
口
か
ら
本
格

的
に
取
り
組
ん
だ
「
ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
活

用
し
、
留
寿
都
村
の
特
産
品
を

感
謝
特
典
と
し
て
贈
呈
す
る
事

業
は
、
全
国
各
地
か
ら
、
留
寿

都
村
を
応
援
す
る
多
く
の
寄
附

金
を
い
た
だ
き
、
想
定
を
超
え

る
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
れ

を
本
村
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機

会
と
し
、
一
過
性
の
も
の
と
し

て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
持

続
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
さ

ら
に
内
容
の
充
実
を
図
る
な

ど
、
地
域
の
活
力
を
高
め
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

地
域
社
会
と
の

信
頼
関
係
の
構
築

　

次
に
、「
地
域
社
会
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
」
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。
私
は
、
役
場
職
員

が
地
域
社
会
の
実
情
を
充
分
理

解
し
、
地
域
住
民
と
の
信
頼
関

係
を
育
む
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
そ
の
第
一
歩
と
な
る
、「
地

域
担
当
職
員
制
度
」を
創
設
し
、

集
落
単
位
に
地
域
担
当
職
員
を

配
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
定
期

的
な
連
絡
文
書
等
の
配
布
や
要

望
等
の
聴
取
な
ど
を
基
本
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
さ
ら

に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
職
員
が

地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
よ

り
身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
活
動
内
容
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
当
該
制
度
等
を
通
じ

て
出
さ
れ
た
要
望
事
項
は
、
広

報
誌
や
村
政
懇
談
会
の
機
会
等

を
活
用
し
て
、
そ
の
処
理
経
過

等
を
周
知
す
る
な
ど
、
広
報
広

聴
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
地
域
や
団
体
等

の
ご
要
望
に
応
じ
、
随
時
「
村

長
出
前
懇
談
会
」
を
実
施
す
る

な
ど
、
村
か
ら
の
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
、
村
政
へ
の
理
解

と
参
加
を
促
す
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

多
様
な
研
修
に
よ
る

人
材
育
成

　

次
に
、「
多
様
な
研
修
に
よ
る

人
材
育
成
」
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。
行
政
ニ
ー
ズ
の
高
度

化
・
多
様
化
の
下
で
、
村
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を
高
め
る

よ
う
、
政
策
立
案
に
必
要
な
職

員
の
能
力
・
資
質
の
向
上
を
図

る
研
修
の
ほ
か
、
日
常
の
挨
拶

や
応
対
な
ど
、
職
員
の
接
遇
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
な
ど
、

引
き
続
き
、
計
画
性
の
あ
る
研

修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
地
域
担
当
職
員
制

度
」
も
そ
の
一
端
で
あ
り
ま
す

が
、
日
常
の
執
務
で
は
得
ら
れ

に
く
い
、
職
場
外
か
ら
受
け
る

刺
激
や
気
付
き
な
ど
は
、
人
材

育
成
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
通
常
の
職
務
を
離
れ

て
実
施
す
る
、
多
様
な
形
態
の

研
修
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
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し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
通
常
の
職
務
に
関

連
す
る
研
修
の
ほ
か
、
一
部
署

の
枠
を
超
え
、
複
数
部
署
に
重

複
す
る
行
政
課
題
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、

「
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
編
成
し
、
政
策
案
の
検
討
・

提
案
の
場
と
し
て
活
用
す
る
と

と
も
に
、
広
い
視
野
を
持
つ
職

員
の
育
成
と
能
力
の
研け

ん

鑽さ
ん

に
努

め
ま
す
。

元
気
な
産
業
の

村
づ
く
り

農
業
・
農
村
の
活
性
化

　

第
２
は
、「
元
気
な
産
業
の
村

づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
、「
農
業
・
農
村
の
活

性
化
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

留
寿
都
村
は
、
秀
峰
羊
蹄
山

や
洞
爺
湖
に
隣
接
し
、
道
内
屈

指
の
先
進
的
農
業
と
国
際
的
な

観
光
リ
ゾ
ー
ト
を
擁
す
る
な

ど
、
豊
か
な
地
域
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
る
ほ
か
、
大
消
費
都
市

の
札
幌
市
を
始
め
、
新
千
歳
空

港
や
北
海
道
新
幹
線
の
予
定
駅

に
も
近
い
な
ど
、
地
理
的
に
み

て
も
、
道
内
の
他
地
域
に
比
べ

て
優
位
な
条
件
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
本
村
は
国

際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
環
境
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
農
業
と
観
光
産
業
の
連
携

を
一
層
強
化
し
、
地
域
経
済
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

　

「
一
般
社
団
法
人
ル
ス
ツ
産

業
振
興
公
社
」
は
、
地
域
経

済
・
産
業
の
振
興
の
中
心
的
な

役
割
を
期
待
し
て
、
本
村
が
出

資
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
と
の
連

携
の
下
で
、
引
き
続
き
、「
地
域

資
源
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
利
活

用
と
と
も
に
、「
農
林
水
産
物
直

売
所
」
の
販
売
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
「
道
の
駅
周
辺
施

設
」
の
利
便
性
を
高
め
、
機
能

が
充
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
昨

年
度
の
総
合
的
な
点
検
成
果
を

踏
ま
え
、
よ
り
具
体
的
な
検
討

を
進
め
る
ほ
か
、
生
産
・
加

工
・
販
売
ま
で
を
一
体
的
に
行

う
、
農
業
・
農
村
の
「
６
次
産

業
化
」
の
取
り
組
み
を
始
め
、

意
欲
を
持
っ
た
起
業
家
を
積
極

的
に
支
援
す
る
な
ど
、
賑
わ
い

と
活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

農
林
業
の
振
興

　

次
に
、「
農
林
業
」
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
農
業
の
高
い
生
産
性

は
、
永
年
に
わ
た
り
農
業
者
と

関
係
機
関
が
実
践
し
て
き
た

「
土
づ
く
り
」
の
賜た

ま

物も
の

で
あ
り
、

今
後
も
農
業
施
策
の
基
本
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
緑
肥
作
物
の
導

入
及
び
堆
肥
の
購
入
に
対
す
る

助
成
を
継
続
す
る
ほ
か
、
生
産

組
合
の
意
向
な
ど
も
踏
ま
え

て
、
経
過
観
察
の
観
点
か
ら
「
土

壌
病
害
対
策
事
業
」
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

次
に
、
安
心
・
安
全
な
農
産

物
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
馬
鈴
薯し

ょ

、
野
菜
類
な

ど
、
特
産
物
の
振
興
対
策
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
作
付
け
が

増
加
傾
向
に
あ
る
人
参
の
収
穫

機
導
入
に
係
る
実
証
事
業
に
取

り
組
む
ほ
か
、
農
業
者
が
主
体

と
な
っ
て
農
産
物
を
広
く
宣
伝

す
る
事
業
を
継
続
し
て
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
温
暖
化
の
影

響
の
下
で
、
集
中
豪
雨
を
始
め

と
す
る
気
象
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
た
め
、
農
地
の
保
全
、
崩

落
箇
所
を
整
備
す
る
「
農
地
等

災
害
防
止
対
策
事
業
」並
び
に
、

国
・
道
の
採
択
基
準
に
満
た
な

い
「
小
規
模
土
地
改
良
事
業
」

の
継
続
に
よ
り
、
生
産
基
盤
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
業
被
害
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
村
と
猟
友
会
の
連
携
に

よ
り
、
駆
除
体
制
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
農
業
者
の
自
主

的
な
防
除
対
策
の
支
援
を
継
続

す
る
ほ
か
、
昨
年
度
大
き
な
成

果
の
あ
っ
た
、
直
接
駆
除
に
も

従
事
で
き
る
有
資
格
者
職
員
及

び
猟
銃
免
許
を
有
す
る
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
」
を
引
き
続

き
活
用
す
る
な
ど
、
防
除
体
制
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の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
適
正
な

放
牧
管
理
の
支
援
に
努
め
つ

つ
、
今
後
の
公
共
牧
場
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
畜

産
組
合
等
の
関
係
者
の
意
向
も

伺
い
な
が
ら
、
近
隣
町
村
と
の

連
携
も
選
択
肢
と
し
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
家
畜
の
疾
病
予
防
対

策
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
活
用
に

対
す
る
助
成
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
本
村
で
生
産
さ
れ
る
畜

肉
等
の
売
り
込
み
や
ブ
ラ
ン
ド

化
へ
の
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

豊
か
な
森
林
資
源
は
、
環
境

保
全
の
公
益
機
能
を
持
つ
こ
と

か
ら
、「
留
寿
都
村
森
林
整
備
計

画
」
に
基
づ
く
適
正
な
管
理
と

資
源
の
有
効
活
用
を
基
本
に
、

植
林
事
業
に
対
す
る
助
成
の
継

続
な
ど
、
林
業
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

商
工
・
観
光
の
振
興

　

次
に
、「
商
工
・
観
光
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
に
は
、
国
内
外
か
ら
四

季
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
、
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト

エ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
、
雇
用
の

確
保
な
ど
地
域
経
済
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
最
近

は
円
安
の
影
響
も
あ
り
、
観
光

客
も
外
国
人
を
中
心
に
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
観
光
の
社
会
的
ニ
ー

ズ
は
、
団
体
型
か
ら
個
人
型
観

光
へ
、
ま
た
、
自
然
豊
か
な
地

域
で
、
健
康
、
文
化
、
人
と
人

と
の
交
流
を
楽
し
む
活
動
（
通

称
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
）

へ
と
、
変
化
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
内
で

完
結
す
る
観
光
に
留
ま
ら
ず
、

本
村
の
農
業
と
「
食
」
に
関
連

す
る
豊
か
な
資
源
の
活
用
を
始

め
、
ル
ス
ツ
温
泉
な
ど
小
規
模

観
光
施
設
と
の
連
携
等
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
特
産
品
の
販
売

促
進
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
Ｐ
Ｒ
事

業
な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
、

留
寿
都
村
を
売
り
込
む
と
と
も

に
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
誘
致
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
立
地
促
進
法

及
び
過
疎
自
立
促
進
法
に
基
づ

く
事
業
に
対
し
、
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
措
置
を
講
ず
る
な

ど
、
引
き
続
き
、
村
内
の
企
業

の
育
成
及
び
新
規
企
業
の
誘
致

に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
の
育
成
・
振

興
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
中
小

企
業
振
興
資
金
融
資
を
継
続
す

る
ほ
か
、
昨
年
、
起
業
家
支
援

の
先
行
モ
デ
ル
と
し
て
創
設
し

た
、
「
経
営
革
新
等
支
援
事
業
」

の
継
続
と
起
業
家
支
援
制
度
の

確
立
を
図
り
、
新
規
創
業
者
及

び
既
存
事
業
者
の
施
設
取
得
・

改
修
等
の
事
業
に
対
す
る
支
援

な
ど
、
商
工
業
基
盤
の
充
実
強

化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
で
直
接
的
に
消

費
喚
起
を
促
す
施
策
と
し
て
、

新
た
に
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
を
発
行
す
る
も
の
で
す
が
、

本
事
業
は
、
地
方
創
生
等
に
係

る
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た

繰
越
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

住
み
良
い
環
境
の

村
づ
く
り

定
住
対
策
の
推
進

　

第
３
は
、「
住
み
よ
い
環
境
の

村
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。
最

初
に
、「
定
住
対
策
」
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

定
住
対
策
の
基
盤
は
住
宅
政

策
で
あ
り
、
定
住
促
進
に
向
け

て
、
質
の
高
い
受
皿
や
、
各
分

野
と
連
携
す
る
住
環
境
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
25
年
度
に
策
定
し
た
「
住
生

活
基
本
計
画
」
並
び
に
「
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基

づ
き
、
老
朽
化
の
著
し
い
村
営

住
宅
の
屋
根
・
外
壁
等
改
修
工

事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
平
成
28

年
度
の
建
設
に
向
け
て
、
村
営

住
宅
を
建
替
す
る
た
め
の
実
施

設
計
業
務
に
着
手
す
る
な
ど
、

村
営
住
宅
の
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
計
画
的
な
建
替
事
業
や

改
修
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
て
、
村
営
住
宅
の
入
居
基
準

を
超
え
る
高
所
得
者
等
に
対
す

ふるさと公園春の花壇
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る
受
皿
や
、
家
族
を
持
つ
勤
労

世
代
を
核
と
す
る
住
宅
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、「
民
間
賃
貸
共

同
住
宅
建
設
促
進
事
業
」
に
つ

い
て
、
そ
の
一
部
を
、
地
方
創

生
等
に
係
る
国
の
補
正
予
算
を

活
用
し
た
繰
越
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
を
含
め
、
公
営
だ

け
で
は
な
く
、
民
間
資
金
を
積

極
的
に
活
用
し
た
住
宅
整
備
を

図
り
、定
住
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
村
内
へ
の
移
住
希

望
者
の
情
報
手
段
と
し
て
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
し
て

い
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
が
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
内
容
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　

移
住
・
定
住
政
策
は
、
住
宅

分
野
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
や

経
済
の
ほ
か
、
医
療
や
福
祉
な

ど
と
も
密
接
な
関
連
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
政
策
の
総
合
的

な
調
整
と
実
践
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
庁
内
の
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
体
制
」
の
充
実

を
図
り
、
移
住
希
望
者
へ
の
包

括
的
な
対
応
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
北
海
道
移
住
促
進
協
議

会
」
を
通
じ
た
研
修
等
へ
の
積

極
的
な
参
加
な
ど
、
関
係
町
村

と
の
活
発
な
交
流
や
情
報
収
集

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

　

次
に
、「
生
活
環
境
」
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。
本
村
は
特

別
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
冬
の
除

排
雪
は
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
村
道
及
び
生
活
道
路
の

除
排
雪
の
徹
底
と
と
も
に
、
国

道
及
び
道
道
の
除
排
雪
の
実
施

等
に
つ
い
て
、
随
時
、
国
及
び

道
に
対
し
て
、
迅
速
な
対
応
を

要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

身
近
な
生
活
を
支
え
る
道
路

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
村

道
等
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
の
実

施
設
計
に
基
づ
き
、「
南
町
地
区

村
道
新
設
工
事
」
及
び
「
村
道

南
二
支
線
道
路
改
良
舗
装
工

事
」
を
実
施
し
、
住
民
生
活
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
２
３
０
号
（
中

山
峠
）
の
融
雪
災
害
を
契
機
に
、

沿
線
町
村
と
の
連
携
し
た
対
策

推
進
の
た
め
、「
国
道
２
３
０
号

道
路
整
備
促
進
期
成
会
」
の
活

動
に
参
画
す
る
ほ
か
、
国
道
や

道
道
の
線
形
改
良
、
市
街
地
の

除
排
雪
対
策
及
び
交
通
安
全
対

策
な
ど
の
充
実
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
、
強
く
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
は
、「
長
寿
命
化
修

繕
計
画
」
に
基
づ
き
、「
村
道
泉

川
旭
野
線
登
橋
床

し
ょ
う

版ば
ん

補
修
工

事
」
の
着
工
を
始
め
、「
村
道
西

ノ
原
洞
爺
線
香
川
橋
補
修
工

事
」
の
実
施
設
計
な
ど
、
よ
り

長
期
間
の
使
用
を
可
能
と
す
る

た
め
、
引
き
続
き
、
計
画
的
な

改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

簡
易
水
道
は
、
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、引
き
続
き
、

良
質
な
水
源
の
保
全
・
確
保
と

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
る
ほ
か
、
昨
年
度
の
実
施
設

計
に
基
づ
き
、「
泉
川
膜
ろ
過
浄

水
場
建
設
工
事
」
を
実
施
し
、

将
来
に
向
け
て
安
全
で
安
定
し

た
簡
易
水
道
の
供
給
体
制
の
整

備
と
と
も
に
、
健
全
な
事
業
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
、
今
後
の
村

営
住
宅
建
設
予
定
地
等
の
「
管

渠き
ょ

布
設
工
事
」
を
実
施
す
る
ほ

か
、
水
洗
化
を
促
進
す
る
た

め
、
農
業
集
落
排
水
施
設
も
含

め
て
、
未
利
用
者
に
対
す
る
啓

発
を
行
い
、
引
き
続
き
、
水
洗

化
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
循

環
型
社
会
の
確
立
や
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
延
命
を
図
る

た
め
、
関
係
町
村
と
の
広
域
的

な
連
携
の
下
で
、
一
層
の
減
量

化
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し

ま
す
。

　

可
燃
ご
み
の
処
理
は
、「
倶
知

安
町
ご
み
焼
却
施
設
」
の
稼
働

終
了
に
よ
り
、
新
た
に
本
年
３

月
か
ら
、
固
形
化
燃
料
方
式
に

よ
る
処
理
に
移
行
し
た
こ
と
か

ら
、
適
正
な
運
営
が
図
ら
れ
る

よ
う
、関
係
町
村
と
連
携
し
て
、

引
き
続
き
、
住
民
へ
の
広
報
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
の
処
理
に
つ

い
て
は
、「
真
狩
村
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
改
修
に
係

る
協
議
が
最
終
的
に
整
わ
な
か

っ
た
た
め
、
当
面
は
広
域
処
理

の
枠
組
み
を
維
持
し
な
が
ら
、

本
村
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年

度
に
喜
茂
別
町
が
建
設
す
る
施

設
に
処
理
を
委
託
す
る
方
針
の

国道排雪

　花いっぱい運動での
　国道花植えの様子
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下
で
、
住
民
生
活
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
、
対
応
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
村
の
公
園
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
、
健
康
増
進
、
憩
い
、

交
流
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
て
お
り
、
世
代
を
問
わ
ず
多

く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
施
設

を
目
指
し
、
今
後
も
機
能
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
開
催
を
契
機
と
し
て
、
環

境
美
化
を
推
進
す
る
た
め
、
国

道
沿
い
の
花
壇
整
備
が
継
続
的

に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
、
住
民
参
加
を
活
動
の
基
本

と
し
て
、
緑
化
、
花
植
え
等
に

対
す
る
活
動
の
支
援
に
努
め
、

留
寿
都
村
の
美
し
い
景
観
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
の
安
全
・
安
心

の
確
保

　

次
に
、
「
生
活
の
安
全
と
安

心
」に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
等
の

発
生
に
備
え
、
迅
速
で
適
正
な

対
応
を
図
る
た
め
、「
留
寿
都
村

防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
災
害

時
の
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

点
検
や
研
修
の
機
会
を
設
け
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
危

機
管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
防
災
と
行
政
の
情
報

を
周
知
す
る
、
防
災
広
報
無
線

の
有
効
な
活
用
と
併
せ
て
、
外

出
時
な
ど
、
屋
外
で
も
放
送
内

容
を
把
握
で
き
る
、「
ル
ス
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
メ
ー
ル
」
の
周

知
と
普
及
促
進
に
努
め
、
情
報

提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

消
防
機
能
は
、
羊
蹄
山
ろ
く

消
防
組
合
本
部
と
の
連
携
の
下

で
、
消
防
業
務
の
効
率
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、「
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
」
の
導
入
な
ど
、

老
朽
化
し
た
留
寿
都
支
署
の
消

防
資
器
材
の
計
画
的
な
更
新
等

を
行
い
、
消
防
力
の
充
実
強
化

に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
は
、
道
内
屈
指
の

交
通
量
を
有
す
る
国
道
２
３
０

号
が
、
市
街
地
を
通
過
す
る
環

境
の
下
で
、
村
民
総
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
３
千
日
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま

す
。

　

防
犯
対
策
は
、
消
費
者
被
害

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る

た
め
、
本
村
を
含
む
近
隣
７
町

村
の
共
同
設
置
に
よ
る
、「
よ
う

て
い
地
域
消
費
生
活
相
談
窓

口
」
を
活
用
す
る
ほ
か
、
悪
質

巧
妙
化
す
る
犯
罪
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
関
係
団
体
と
連
携

し
た
積
極
的
な
啓
発
活
動
に
努

め
ま
す
。

心
あ
た
た
ま
る
福
祉
の

村
づ
く
り

社
会
福
祉
・

地
域
福
祉
の
推
進

　

第
４
は
、「
心
あ
た
た
ま
る
福

祉
の
村
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

最
初
に
、「
社
会
福
祉
・
地
域
福

祉
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
、
高
齢
化
と
核
家
族
化

の
進
行
に
伴
い
、
本
村
に
お
い

て
も
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
、
高

齢
者
夫
婦
世
帯
が
増
加
し
て
お

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

を
支
援
し
、
孤
立
防
止
の
た
め

の
生
活
支
援
の
実
施
や
権
利
擁

護
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む
ほ

か
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
、
さ
ら
に
障
が
い
の
あ

る
方
も
含
め
て
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
日
常
の
生

活
活
動
を
支
え
る
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
は
、「
生
活
交
通

会
議
」か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、

持
続
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、

生
涯
学
習
バ
ス
、
老
人
福
祉
バ

ス
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
一
括

管
理
委
託
を
す
る
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
一
般
村
民
混

乗
に
係
る
試
行
運
行
等
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
・
団
体
等
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
相
談
支
援
事

業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
社
会
参
加
、
社
会

復
帰
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
や
医

療
、
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具

の
給
付
等
の
支
援
を
継
続
す
る

ほ
か
、
羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支
援

ルスツコミュニティー
メールの配信
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セ
ン
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
引
き

続
き
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

へ
の
通
所
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

加
え
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
主
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
働

き
か
け
、
地
域
と
の
交
流
促
進

や
社
会
参
加
の
輪
を
広
げ
、
福

祉
の
心
が
通
い
合
う
地
域
社
会

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

次
に
、「
高
齢
者
福
祉
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
26

年
４
月
、
社
会
福
祉
法
人
渓
仁

会
が
運
営
す
る
、
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
「
る
す
つ

銀
河
の
杜も

り

」
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。　

　

「
る
す
つ
銀
河
の
杜
」
と
村

立
の
「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
は
、
併
設
施
設
と
な

る
た
め
、
高
齢
者
福
祉
の
中
核

施
設
と
し
て
、
一
体
的
で
効
率

的
な
運
営
の
観
点
か
ら
、
当
施

設
を
社
会
福
祉
法
人
渓
仁
会
に

譲
渡
し
て
民
営
化
に
移
行
し
、

平
成
27
年
度
か
ら
当
該
法
人
が

運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の

老
朽
化
部
分
の
修
繕
や
機
能
改

善
の
た
め
「
大
規
模
改
修
事
業
」

の
実
施
費
用
の
助
成
と
併
せ

て
、
本
村
の
独
自
事
業
で
あ
る
、

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

を
当
該
法
人
に
委
託
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
主
な
在
宅

福
祉
事
業
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
委
託
に
よ
り
、
継
続
し

て
軽
度
生
活
援
助
事
業
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
）
、
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
事
業
及
び
除
雪
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
よ

る
訪
問
活
動
を
充
実
さ
せ
、
サ

ー
ビ
ス
の
相
談
、
利
用
の
調
整

を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
元
気
な
高
齢
者
の

健
康
寿
命
が
延
び
る
よ
う
に
、

生
き
が
い
対
策
や
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど
の
支
援
に
努
め
る

と
と
も
に
、
活
動
の
足
と
な
る

「
老
人
福
祉
バ
ス
」
に
つ
い
て

は
、
現
車
両
の
老
朽
化
に
対
応

す
る
た
め
、
同
規
模
の
中
型
バ

ス
と
し
て
更
新
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
・

児
童
福
祉
の
充
実

　

次
に
、「
子
育
て
支
援
・
児
童

福
祉
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
全
国
的
に
少
子
化
が
進
行

す
る
中
で
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
は
、
福
祉
の
増

進
を
始
め
、
定
住
促
進
の
要
素

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
留
寿
都

村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
環

境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
に
完
成
し
た

「
る
す
つ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぽ

っ
け
」
は
、
保
育
所
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
及
び
小
型
児
童
館
の
４

つ
の
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設

と
し
て
、
平
成
27
年
５
月
か
ら

供
用
開
始
す
る
と
と
も
に
、
旧

保
育
所
の
解
体
撤
去
を
含
む

「
る
す
つ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぽ

っ
け
外
構
工
事
」
を
追
っ
て
実

施
し
ま
す
。

　

「
ぽ
っ
け
」
の
開
設
を
契
機

と
し
て
、
保
育
所
で
の
０
歳
児

保
育
を
開
始
す
る
ほ
か
、
利
用

者
の
希
望
に
応
じ
て
、
保
育
所

及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
時
間
を
、
18
時
30
分
ま
で
延

長
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
異
年
齢
の
交
流
を

通
じ
て
、
子
ど
も
の
社
会
性
を

豊
か
に
す
る
拠
点
と
し
て
小
型

児
童
館
を
活
用
す
る
ほ
か
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
機

能
を
活い

か
し
、
育
児
相
談
な
ど

の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援

と
と
も
に
、
こ
の
施
設
の
事
業

と
し
て
、
就
学
前
の
児
童
を
一

時
的
に
預
か
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
な
ど
、
多
様
化
す

る
子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
、
中
学

生
ま
で
対
象
者
を
拡
大
し
て
実

施
し
て
い
る
乳
幼
児
等
に
対
す

る
医
療
給
付
事
業
を
継
続
す
る

ほ
か
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

に
よ
る
寄
附
金
を
財
源
と
し
、

新
た
に
、
現
在
は
任
意
と
さ
れ

て
い
る
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
及
び
Ｂ
型
肝
炎
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
村
独
自

事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
子
育
て
世
代
の
負
担
の
軽

減
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

生活協同組合コープさっぽろ
との協定締結
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保
健
・
医
療
の
充
実

　

次
に
、「
保
健
・
医
療
」
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
て
の
住
民
の
願
い
で
あ
る

「
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮

ら
し
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

各
年
代
に
応
じ
た
、
き
め
細
か

な
保
健
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
母
親
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
で
、

乳
幼
児
教
育
、
思
春
期
教
育
等

の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
相
談
体

制
や
交
流
活
動
の
促
進
に
努
め

ま
す
。

　

次
に
、
定
期
的
な
各
種
健
診

の
受
診
が
、
成
人
の
健
康
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
こ
と
か
ら
、

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
受
診

率
を
高
め
る
た
め
の
啓
発
活
動

や
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
、
予
防
接

種
費
用
の
助
成
等
を
行
い
、
接

種
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

留
寿
都
診
療
所
は
、
住
民
に

身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
、
診

療
所
医
師
と
密
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
計
画
的
な
設
備
・
機

器
類
の
整
備
に
努
め
、
安
心
で

き
る
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

な
お
、
二
次
医
療
機
関
の
役

割
を
担
う
、
倶
知
安
厚
生
病
院

に
つ
い
て
は
、
関
係
町
村
と
連

携
し
て
、
経
営
環
境
の
悪
化
に

対
す
る
財
政
支
援
を
行
っ
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

広
域
医
療
の
あ
り
方
や
支
援
方

法
等
に
つ
い
て
、
協
議
を
進
め

ま
す
。

生
涯
学
習
の
村
づ
く
り

　

第
５
は
、「
生
涯
学
習
の
村
づ

く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

社
会
に
役
立
つ
「
人
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
、
多
様
な

学
習
機
会
の
提
供
な
ど
、
住
民

の
誰
も
が
意
欲
的
に
学
べ
る
教

育
環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
推
進
に
係
る
具
体

的
な
教
育
施
策
は
、「
教
育
行
政

執
行
方
針
」
と
し
て
、
教
育
委

員
会
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
私
の
立
場
と
し
て
は
、
教

育
委
員
会
と
の
連
携
の
下
で
推

進
す
る
、
主
要
な
事
項
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
老
朽
化
し
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
の
改
築
に
向
け
て
、

実
施
設
計
に
着
手
し
、
安
全
・

安
心
な
給
食
提
供
の
た
め
、
よ

り
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

次
に
、村
民
水
泳
プ
ー
ル
は
、

３
年
目
の
年
次
計
画
と
な
る
、

水
槽
防
水
等
改
修
工
事
を
実
施

す
る
な
ど
、
利
用
者
が
健
康
で

快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
社
会
体
育

関
連
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
芸
術
文
化
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
住
民
の

主
体
的
な
生
涯
学
習
活
動
の
支

援
に
努
め
、
こ
れ
ら
活
動
の
足

と
な
る
「
生
涯
学
習
バ
ス
」
に

つ
い
て
は
、
現
車
両
の
老
朽
化

が
著
し
い
た
め
、
こ
れ
を
同
規

模
の
中
型
バ
ス
と
し
て
更
新
し

ま
す
。

む
す
び
に

　

以
上
、
平
成
27
年
度
の
村
政

執
行
に
臨
み
、
そ
の
所
信
と
基

本
方
針
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
中

央
で
は
幾
分
明
る
さ
が
見
え
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
景
気
回
復
の

確
か
な
光
が
、
地
方
の
生
活
に

未
だ
届
い
て
い
な
い
実
情
に
鑑

み
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
創
生
」

へ
の
大
き
な
動
き
が
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を

留
寿
都
村
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
の
た

め
、
村
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

各
種
の
政
策
の
積
極
的
な
推
進

に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

留
寿
都
村
議
会
議
員
並
び
に

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
村
政
執
行
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

るすつ保育所発表会
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平成27年度

教育行政執行方針

は
じ
め
に

　

平
成
27
年
第
１
回
留
寿
都
村

議
会
定
例
会
の
開
会
に
当
た

り
、
教
育
行
政
執
行
に
つ
き
ま

し
て
、
留
寿
都
村
教
育
委
員
会

の
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
村
議
会

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
雇
用
問

題
か
ら
の
生
活
の
不
安
や
情
報

社
会
の
モ
ラ
ル
の
低
下
な
ど
、

大
き
く
社
会
情
勢
に
影
響
を
受

け
、
様
々
な
課
題
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
教
育
委
員
会
制
度

の
見
直
し
、
土
曜
日
の
教
育
活

動
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対

応
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
（
双
方
向
型
授
業
）
に
よ
り
、

授
業
に
主
体
的
に
取
り
組
む
意

欲
や
姿
勢
を
育
む
こ
と
、ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
よ
る
情
報
通
信

技
能
の
取
得
、
道
徳
教
育
の
教

科
化
や
い
じ
め
防
止
対
策
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
や

責
務
を
自
覚
の
う
え
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
教
育
行
政
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、「
確
か
な
学

力
」「
健
や
か
な
身
体
」
を
育
む

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
、
社
会

教
育
に
お
い
て
は
、
関
連
す
る

計
画
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
21

世
紀
の
社
会
を
生
き
抜
き
、
時

代
に
即
応
し
た
課
題
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
幅
広
い
知
識
や

教
養
を
身
に
付
け
、
豊
か
な
情

操
を
養
い
、
健
や
か
な
身
体
を

つ
く
り
、
自
ら
考
え
る
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連

携
、
さ
ら
に
は
、
小
・
中
・
高

校
間
の
連
携
を
深
め
た
教
育
行

政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
向
上
を
目
指

す
た
め
継
続
的
な
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
学
力
向
上
対

策
に
加
え
て
、
体
力
の
向
上
に

つ
い
て
も
全
国
調
査
の
結
果
を

も
と
に
、
学
校
ご
と
の
課
題
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
授
業

の
改
善
や
運
動
す
る
機
会
の
尚

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
課
程
の
編
成
・

実
施･

評
価
に
つ
い
て

　

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
変
化
の
激
し
い

社
会
に
お
い
て
自
立
し
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
基
礎
的
な
知

識･

技
能
を
活
用
で
き
る
力
を

育
む
こ
と
が
生
涯
学
習
の
基
礎

を
培
う
上
で
重
要
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
各
学
校
に
お
い

て
、
基
礎
学
力
を
十
分
に
身
に

付
け
る
学
力
の
向
上
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
さ
ら
に
、
特
色

あ
る
教
育
課
程
の
編
成･

実
施

並
び
に
実
践
評
価
を
重
視
す
る

な
ど
学
校
教
育
の
振
興
と
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
き
め
細
か
い

指
導
の
も
と
、
学
力
や
体
力
の

向
上
を
図
り
、
心
身
と
も
に
健

全
な
子
ど
も
を
育
成
し
、
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

た
教
育
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
い
る
学
習
支
援
員
を
活

用
し
た
少
人
数
指
導
や
、
村
内

外
の
人
材
や
施
設
等
を
活
用
し

た
体
験
・
問
題
解
決
型
学
習
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
と
と
も

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
年
間
を
通
し
た
体
力
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
教
室
を
開
催

し
、
子
ど
も
た
ち
の
防
災
・
防

犯
意
識
を
高
め
、
主
体
的
に
考

え
行
動
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
歴
史
や
文
化
、

教育長  森　雅志

平成27年度
教育行政執行方針



広報 RUSUTSU11

環
境
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で
本
村

を
知
り
、
興
味
を
持
た
せ
る
こ

と
で
、
村
の
将
来
を
主
体
的
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

教
員
の
研
修
に
重
点
を
お
く
と

と
も
に
、
小
学
校
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
国
内
外
に
発
信

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
学
び
、自
ら
考
え
、

主
体
的
に
物
事
を
解
決
す
る
力

を
育
て
る
た
め
の
教
育
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
学
習
支
援
員
の

配
置
や
特
別
支
援
学
校
と
の
連

携
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
事
業
の
推
進
を
行
う
と

と
も
に
、
よ
り
幅
の
広
い
特
別

支
援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

総
合
的
な
学
習
で
は
、
国
際

理
解
教
育
の
一
層
の
推
進
に
よ

り
、
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
生

徒
の
育
成
と
職
業
体
験
学
習
な

ど
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を

図
り
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
教
育
課
程
の
改
善
・
充
実
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

で
は
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
、

性
に
関
す
る
学
習
教
室
、
情
報

モ
ラ
ル
に
関
す
る
学
習
、
火
災

や
地
震
想
定
の
避
難
訓
練
な
ど

を
通
し
て
、
生
徒
が
自
ら
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
て

て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
等
学
校
で
は
、
専
門
教
育

の
学
び
の
成
果
を
活
用
で
き
る

生
徒
の
育
成
、
地
域
社
会
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
基
本

に
、
村
内
外
へ
の
情
報
発
信
の

取
り
組
み
を
進
め
、
全
国
唯
一

の
農
業
福
祉
科
の
特
色
を
生
か

し
た
生
徒
の
活い

き
る
力
を
育
む

農
業
福
祉
教
育
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
村
の
基
幹
産
業
を
支
え
る

担
い
手
と
し
て
、
農
業
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
、

農
業
及
び
関
連
産
業
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
人
材
育
成
、
さ
ら

に
、
北
海
道
内
の
公
立
高
校
で

は
３
校
し
か
な
い
、
介
護
福
祉

士
養
成
校
と
し
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
企
業
や
施
設
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
農
業
生
産

物
の
付
加
価
値
を
付
け
る
た
め

の
学
習
や
、
こ
れ
ま
で
も
行
っ

て
き
た
北
翔
大
学
及
び
北
翔
大

学
短
期
大
学
部
と
の
高
大
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
大
学
か
ら
の

講
師
の
派
遣
、
大
学
施
設
を
利

用
し
て
の
学
習
機
会
の
拡
大
や

大
学
生
と
生
徒
と
の
交
流
を
さ

ら
に
進
め
、
農
業
福
祉
教
育
の

質
の
向
上
と
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

道
徳
教
育
の
充
実
と
い
じ

め
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

道
徳
教
育
は
、
特
別
教
科
化

へ
の
動
向
を
注
視
し
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、学

校
、
家
庭
や
地
域
を
含
め
た
社

会
全
体
で
道
徳
教
育
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
い
じ
め
や

心
の
病
の
早
期
発
見
、
解
消
に

も
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
副

読
本
の
活
用
、
人
権
教
室
や
ネ

ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
。
さ

ら
に
は
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
交
流
や
職
場
体
験
な
ど
、

地
域
社
会
と
の
効
果
的
な
連
携

を
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ

う
な
体
験
に
基
づ
い
た
道
徳
の

時
間
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確

立
な
ど
道
徳
性
を
育
む
教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度
に
施
行
さ
れ

た
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

に
基
づ
き
、「
留
寿
都
村
い
じ
め

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
平

成
26
年
度
に
施
行
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
本
村
の

各
学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め
防

止
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
に
基
づ
き
責
務
の
明
確
化

や
い
じ
め
防
止
対
策
の
効
果
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

地
域
に
支
え
ら
れ
る

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

　

人
は
地
域
に
育
て
ら
れ
、
地

域
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。
保
護

者
や
子
ど
も
に
と
っ
て
「
信
頼

交通安全教室

留寿都高等学校での
野菜苗の販売
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さ
れ
る
学
校
」
地
域
住
民
に
と

っ
て
「
開
か
れ
た
学
校
」
づ
く

り
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
授
業
の
公
開
な
ど
学
校
が

外
部
へ
の
説
明
と
発
信
を
積
極

的
に
取
り
組
み
、
地
域
に
支
え

ら
れ
、
責
任
を
持
っ
て
教
育
が

で
き
る
よ
う
、
学
校
評
価
や
学

校
評
議
員
制
度
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の

充
実
に
つ
い
て

　

児
童
生
徒
の
個
々
の
状
態
に

即
し
た
教
育
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
、
現
在
設
置
し
て
い
る

就
学
指
導
委
員
会
を
教
育
支
援

委
員
会
へ
と
改
め
、
早
期
の
教

育
相
談
や
就
学
後
の
支
援
に
つ

い
て
の
助
言
も
役
割
と
し
て
追

加
し
、
諮
問
機
関
と
し
て
の
機

能
を
拡
大
充
実
さ
せ
ま
す
。
そ

の
う
え
で
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
適
切
な

教
育
を
行
う
た
め
、
学
習
支
援

員
の
配
置
な
ど
、
体
制
を
整
備

し
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
々
の
実
態
に
対
応

す
る
よ
う
特
別
支
援
学
級
に
関

わ
る
教
材
教
具
の
整
備
な
ど
、

教
室
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

健
康
と
安
全
指
導
に

つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
保
持

や
増
進
・
体
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
体
育
授
業
や
部
活
動
な

ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
確
認
な
ど
学
校
内
外

に
お
け
る
指
導
管
理
体
制
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
交
通
安
全
対
策
を

含
め
て
安
全
指
導
と
心
の
健

康
、
薬
物
乱
用
防
止
な
ど
に
関

す
る
教
育
の
推
進
に
加
え
、
不

審
者
情
報
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
等
へ
の
速
や

か
な
情
報
提
供
に
よ
り
緊
急
事

態
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

食
育
の
推
進
に

つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
食
習

慣
を
身
に
付
け
る
よ
う
栄
養
教

諭
を
中
心
と
し
た
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
た
め
の
指
導
な
ど

食
育
活
動
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
は
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
お
い

て
文
部
科
学
省
の
方
針
に
準
じ

た
基
本
的
な
方
針
を
新
た
に
策

定
し
、
よ
り
安
全
で
確
実
な
体

制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
に
加
え
て
、
地
元

食
材
の
積
極
的
な
活
用
を
促
進

し
、
村
内
産
、
道
内
産
、
国
内
産

の
順
で
安
全
・
安
心
な
給
食
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
村
内
産
に
つ
い
て
は
、
地

元
業
者
か
ら
の
購
入
に
加
え
、

留
寿
都
高
等
学
校
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
を
積
極
的
に
献
立
に

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
に
食
材
の
産
地
に
つ

い
て
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
高
等
学
校
と
小
・
中

学
校
と
の
相
互
の
理
解
を
深
め
、

交
流
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化

へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
給
食
に
従
事
す
る

職
員
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
検
査
と

食
品
に
係
る
微
生
物
検
査
及
び

理
化
学
検
査
を
新
た
に
実
施
す

る
な
ど
衛
生
管
理
に
努
め
安
全

性
を
さ
ら
に
高
め
ま
す
。

教
職
員
の
資
質
の

向
上
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
の
成
否
は
、
教
員

一
人
ひ
と
り
の
資
質
や
能
力
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
外
部
指
導
者
の
積
極
的
な

活
用
に
よ
る
校
内
研
修
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

の
た
め
の
各
種
研
修
事
業
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
支
援
し
、
教

職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
研
究
会
、
各
種

教
育
団
体
な
ど
の
研
修
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
理
解
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　

国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図

留寿都村産じゃがいもを
使った給食メニュー作り
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る
た
め
、学
校
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）
の
配
置
、
留

学
生
の
受
け
入
れ
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
活
用
し
た
国
際

理
解
教
育
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
英
語
の
教

科
化
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
の
状
況
を
注
視
の

う
え
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
を
円
滑
に
効
率
よ

く
推
進
す
る
た
め
、
教
育
機
器

や
実
物
投
影
機
を
始
め
と
す
る

教
材
備
品
な
ど
の
計
画
的
な
整

備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
器
な
ど
を
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
情
報
を

主
体
的
に
選
択
し
、
学
習
活
動

に
お
い
て
適
切
か
つ
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
関
係
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

　

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
性
の
確
保
を
第
一
に
考

え
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
各
施
設
の
状
況

を
把
握
の
う
え
計
画
的
な
修
繕

や
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
体
育
館
、
中
学
校

は
理
科
室
の
環
境
整
備
を
図
り

ま
す
。
高
等
学
校
は
、
校
舎
の

暖
房
機
の
取
り
替
え
、
体
育
館

放
送
設
備
な
ど
の
修
繕
、
格
納

庫
の
屋
根
の
塗
装
や
排
水
路
の

整
備
に
よ
り
農
業
実
習
な
ど
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
住
宅
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
建
物
及
び
設
備
に
お
い

て
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら

平
成
26
年
度
に
着
手
し
て
い
る

基
本
設
計
を
基
に
平
成
27
年
度

は
実
施
設
計
に
取
り
組
み
、
平

成
28
年
度
改
築
に
向
け
て
計
画

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
の
推
進
は
、
村
民

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
地
域
の
特

性
を
活い

か
し
た
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
力
を
養
う
こ

と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
住
民
の
主
体

的
、
実
践
的
な
学
習
意
欲
を
喚

起
し
、
村
ぐ
る
み
で
生
涯
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
地
域
の

特
性
や
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
に
お
い

て
「
第
３
期
留
寿
都
村
社
会
教

育
中
期
計
画
」
の
見
直
し
を
行

い
、
社
会
教
育
の
振
興
の
た
め

の
施
策
に
関
す
る
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

生
涯
学
習
の

推
進
に
つ
い
て

　

村
民
が
生
涯
に
わ
た
り
自
ら

を
高
め
、
心
を
豊
か
に
学
習
し
、

明
る
く
、
楽
し
く
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

生
涯
学
習
環
境
の
整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
自
ら
が
企
画
運
営
す
る

「
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
の
支
援
。
道
外
に
お

け
る
異
文
化
体
験
を
通
じ
、
広

い
視
野
を
持
つ
子
ど
も
を
育
成

す
る
「
生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い
の

旅
研
修
事
業
」
の
実
施
。
さ
ら

に
は
、
様
々
な
学
習
機
会
や
情

報
の
提
供
な
ど
、
生
涯
学
習
活

動
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
バ
ス
の
活

用
促
進
と
老
朽
化
に
伴
う
生
涯

学
習
バ
ス
の
更
新
に
よ
り
、
安

全
で
快
適
な
乗
車
の
提
供
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

家
庭
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち

に
基
本
的
生
活
習
慣
や
人
を
思

い
や
る
心
な
ど
を
身
に
付
け
さ

せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
の
う
え
家
庭

教
育
講
演
会
な
ど
、
学
習
機
会

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
な
ど
の

教
育
推
進
に
つ
い
て

　

青
少
年
な
ど
の
教
育
推
進

は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
広
域
的
な
視
点

に
立
っ
た
青
少
年
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
体
験
活
動
推

進
事
業
に
つ
い
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

土
曜
日
教
育
の
支
援
の
一
貫

と
し
て
実
施
し
て
い
る
少
年
教

室
の
「
な
ん
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ラ
ブ
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
図
る
う
え
で
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
活

動
を
継
続
し
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
事
業
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
て
活

動
す
る
、
青
年
団
体
協
議
会
や

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
主
体

的
な
活
動
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
活
動
及
び
文
化

振
興
の
推
進
に
つ
い
て

　

公
民
館
活
動
は
、
健
康
の
増

進
、
教
養
・
生
活
文
化
の
向
上

な
ど
村
民
の
身
近
な
学
び
を
支
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え
る
も
の
で
あ
り
、
芸
術
鑑
賞

会
、
芸
術
文
化
講
座
な
ど
の
学

習
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
ま
つ
り
の
さ

ら
な
る
充
実
と
公
民
館
サ
ー
ク

ル
活
動
を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、

本
村
の
文
化
の
普
及
、
振
興
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

つ
い
て

　

体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

を
図
り
、
明
る
く
豊
か
で
活
力

の
あ
る
社
会
を
形
成
す
る
う
え

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
村
民

誰
も
が
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
よ
う
、
学
校
体
育
館
、

武
道
館
及
び
公
民
館
の
開
放
や

健
康
運
動
教
室
、
地
元
教
諭
に

よ
る
技
術
水
準
の
高
い
水
泳
教

室
や
専
門
性
の
高
い
陸
上
教
室

な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
冬
の
体
力

向
上
を
図
る
た
め
の
歩
く
ス
キ

ー
教
室
の
実
施
、
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
券
購
入
費
の
助
成
な
ど
、

村
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
老
朽
化
し
た
村
民
水
泳
プ

ー
ル
の
設
備
の
改
修
を
計
画
的

に
進
め
、
住
民
の
利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
体
育
協
会
と
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
と
の
連
携
を
密

に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど

の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
を

奨
励
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
年
、
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
本

村
の
応
援
大
使
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

に
繋
が
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て

ま
い
り
ま
す
。

読
書
活
動
の
推
進
に

つ
い
て

　

読
書
活
動
は
、
表
現
力
を
高

め
、
創
造
力
を
豊
か
に
し
、
人

を
思
い
や
る
気
持
ち
や
社
会
性

を
育
む
た
め
に
大
切
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
公
民
館
図
書
の

充
実
を
図
り
、
新
書
な
ど
の
情

報
提
供
を
機
関
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
迅
速
に
掲
載
し
利
用
促

進
に
努
め
ま
す
。

　

「
第
１
期
留
寿
都
村
子
ど
も

の
読
書
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
や
地
域
社
会
・
学
校

と
の
連
携
に
よ
る
移
動
図
書
を

行
う
ほ
か
、
親
か
ら
子
ど
も
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
関
係
部
署

と
連
携
の
も
と
、
引
き
続
き
実

施
し
、
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
読

書
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

な
お
、
当
該
計
画
の
策
定
期

間
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
で
あ

る
こ
と
か
ら
新
年
度
に
見
直
し

を
行
い
平
成
28
年
度
か
ら
５
箇

年
の
第
２
期
計
画
を
策
定
し
ま

す
。学

校
支
援
地
域
本
部
事

業
の
推
進
に
つ
い
て

　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
学

校
が
連
携
し
て
各
種
支
援
活
動

を
行
い
、
地
域
で
児
童
・
生
徒

を
育
て
る
と
い
う
体
制
づ
く
り

が
確
立
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
多
種
多
様
な
学
習
機
会
を
設

け
、
効
果
的
な
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

　

以
上
、
平
成
27
年
度
の
教
育

行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て
、
そ

の
基
本
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
教
育
は
本
村
の
将
来
に

係
わ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
本
村
の
教

育
目
標
に
向
か
い
最
善
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
議
会
議
員
各
位
並
び
に
村

民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
平
成
27
年
度
の
教
育
行

政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

学校支援地域本部事業
ボランティアが引率し、
商店などを巡るまちなか
探検

学校支援地域本部事業
農協青年部と一緒に種植え
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選
挙に行こう！ 北海道知事・北海道議会議員・留寿都村議会議員を決める

選挙が行われます。選挙期日に選挙に行けない方は期日前
投票を利用しましょう。

平成27年
４月12日執行 北海道知事及び北海道議会議員選挙

選挙期日等
● 投 票 日　平成27年４月12日（日）
● 投票時間　午前７時00分～午後６時00分まで
● 投票場所　第１投票所・・・留寿都村公民館
　 　　　　　第２投票所・・・三ノ原五輪会館
● 開票事務　即日開票　午後８時00分開始（留寿都村公民館ホール）

期日前投票
● 期日前投票ができる期間　～４月11日（土）まで
● 期日前投票の受付場所　留寿都村役場総務課
● 期日前投票ができる時間　午前８時30分から午後８時00分まで
　※ お昼休み等はありませんので、この時間帯であるなら何時でも受け付けています。

平成27年
４月26日執行 留寿都村議会議員選挙

告 示 日 等
● 告　示　日　平成27年４月21日（火）
● 立候補受付　�平成27年４月21日（火）の午前８時30分から午後５時00分までの

時間帯で、留寿都村役場第１会議室において立候補の受付をします。
選挙期日等
● 投 票 日　平成27年４月26日（日）
● 投票時間　午前７時00分～午後６時00分まで
● 投票場所　第１投票所・・・留寿都村公民館
　 　　　　　第２投票所・・・三ノ原五輪会館
● 選挙会（開票）　即日開票　午後７時30分開始（留寿都村公民館ホール）

期日前投票
● 期日前投票ができる期間　４月22日（水）～４月25日（土）まで
● 期日前投票の受付場所　留寿都村役場総務課
● 期日前投票ができる時間　午前８時30分から午後８時00分まで
　※ お昼休み等はありませんので、この時間帯であるなら何時でも受け付けています。
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平
成
27
年
度
の
成
人
の
健
康
診
査
・
が
ん
検

診
等
の
日
程
を
下
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
各
種
検
診
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
地
区
回
覧
文
書
等
に
よ
り
周

知
し
ま
す
。
回
覧
に
よ
る
受
診
の
取
り
ま
と
め

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
電
話
等
で
直
接

役
場
保
健
医
療
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乳
幼
児
の
健
康
診
査
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
乳
幼
児
カ
レ
ン
ダ

ー
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
？

　

「
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
去
年
受
け
た

か
ら
大
丈
夫
」「
ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
あ
ま
り
出
な

い
ま
ま
、
ゆ
っ
く
り
と
確
実
に
進
行
し
て
い
き

ま
す
。
い
っ
た
ん
発
症
し
て
し
ま
う
と
、
長
期
に

わ
た
る
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
日
常
生
活
に

大
き
な
支
障
が
出
て
き
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
、

文
字
通
り
暴
飲
暴
食
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活

習
慣
の
乱
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気

で
、
肥
満
に
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧

症
な
ど
が
重
な
っ
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
状
態
に
な
り
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
状
態
で
は
、
動
脈
硬
化
が
急
激
に
進

行
し
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
、
糖
尿
病
の
合

併
症
な
ど
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
死
因
の
約
６
割
を
が
ん
と
生

活
習
慣
病
が
占
め
て
い
ま
す
が
、
生
活
習
慣
病

の
中
で
も
特
に
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
は
、

が
ん
と
並
ん
で
日
本
の
死
因
の
三
大
要
因
と
言

わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

今月のテーマ

平成27年度の各種検診
等が始まります

今月の執筆者

保健師
西田　優香

今まで一度も健康診査を
受けたことのない方やし
ばらく受けていない方
も、ぜひこの機会に自分
の健康状態を確認してみ
てはいかがでしょうか。

平成27年度成人の各種健康診査・検診事業
事業名 対 象 者 日　程 場所 内　　容

特定健康診査

・３９歳以下の方
・４０～７４歳までの国民健康保険加入者
・７５歳以上の方
※�４０～７４歳までで、留寿都村国民健康保
険加入者以外の方が特定健康診査を受
ける場合『受診券』が必要になります。

５月14日（木）
５月１5日（金）

１２月３日（木）
１２月４日（金）

公民館

基本健康診査
エキノコックス症検査（血液）

胃 が ん 検 診 ３０歳以上の方 胃部バリウムⅩ線検査
肺 が ん 検 診 年齢制限なし 胸部Ⅹ線検査
大腸がん検診 ４０歳以上の方 便潜血検査
前立腺がん検診 ４０歳以上の男性 血液検査

乳 が ん 検 診 ４０歳以上の女性
４月７日（火）公民館

問診、視触診、
Ｘ線（マンモグラフィ）検査

子宮がん検診 ２０歳以上の女性 問診、細胞診、
超音波検査（対象者・希望者のみ）

節目健康診査
国民健康保険加入者で年齢が
４０歳、４５歳、５０歳、５５歳
６０歳、６５歳、６９歳の方

秋～冬に
かけて 診療所

基本健康診査
胃がん検診（胃部バリウムⅩ線検査）
肺がん検診（胸部Ⅹ線検査）
大腸がん検診（便潜血検査）
前立腺がん検診（血液検査）
エキノコックス症検査（血液）

※上記事業には自己負担が生じる健診等があります。
※平成26年度より結核検診は実施しておりませんので、肺の検査につきましては、５月または１２月のがん検診をご利用ください。
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地域おこし協力隊

活動レポート
毎月の活動内容をお知らせします

留寿都村お食事処
「国際基準英語版メニュー」

地域おこし協力隊員

　　片山 健司さん
ブログURL
http://www.iju-join.jp/chiikiokoshi/blog/4214/

地域おこし協力隊員

　　間宮 邦彦さん
留寿都村観光協会 Facebook
https://www.facebook.com/rusutsutourism?ref=hl

　時間がたつのは早いものです。気付くと辺
りはすっかり春の気配。冬のプロモーション
ビデオの撮影がまだ終わっていないので、も
のすごく焦っています。
　尻別岳山頂からの空撮と星空を撮りたく
て、尻別岳に３回、貫気別山など周辺の山に
も数回登りました。しかし残念ながら自然は
味方してくれず、雲や風などに阻まれて撮影
はまだ終わりません。ヘリコプターやカメラ
などの重い撮影機材を背負って山頂まであが
っても、気象条件が悪くて撮影できないと本
当にがっくり。自然撮影は本当に大変だと改
めて実感しています。現在、村史を基にした
「赤い靴」のプロモーションビデオ作りも同
時に進めています。次の広報原稿ではリリー
ス報告をできるよう頑張ります。

「赤い靴」のプロモーションビデオ
も製作中

　日本の年間外国人観客数は、既に1千万人
を超え、安倍内閣は、更に年間外国人観光客
数２千万人の観光立国を目指すと明言してい
ます。北海道も同様で、既に年間外国人観光
客数が、百万人を超えました。2020年の東
京オリンピック開催に向けて、この傾向に更
に拍車がかかっていくことは、明らかです。
そんな中、日本国内の外国人観光客に向けた
「国際的に通用する英語表記不足」が、テレ
ビ番組で取り上げられることが多くなりまし
た。最近は、留寿都村の街中のお食事処にも、
外国人観光客が来店することが多くなってい
ます。今春、留寿都村観光協会より、協会で準
備された英語版メニュー原稿を、国際基準の
英語版メニューに改訂する作業要請があり、
留寿都の「英会話」サークルのアメリカ人Ａ
ＬＴ講師（２名）のご協力も得て「国際基準英
語版メニュー」を完成することができました。

国際基準を満たした
英語版メニューです。

ふるさと公園で、か
よさんの銅像を撮
影。まだ雪があり、
スキーをはかないと
たどりつけませんで
した。
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企画課からのお知らせ

　村では、各ご家庭に防災広報無線の戸別受信機を設置しています。今回は、転入された方や、新

築された方、以前設置を断ったが改めて設置を希望される方を募集します。

　防災広報無線は、戸別受信機を室内に設置することで、すべてのご家庭で聞くことができる設備

です。定期的に村などからのお知らせの放送を行っているほかに、随時お悔やみや緊急情報などの

お知らせも放送しています。まだご家庭に設置されていない方は、設置についてご検討をお願いし

ます。

　なお、取り付け工事は、募集取りまとめ後に一斉に行いますので、７月以降を予定しています。

詳しくは下記までお問合せください。また、今回の募集期間後に設置を希望される場合は、随時個

別に対応いたしますので、役場企画課までご相談ください。

募 集 期 間 平成27年４月６日（月）～平成27年５月29日（金）

対 象 者

留寿都村住民基本台帳に登録されている世帯主

※�アパート等の集合住宅につきましては、所有者（賃貸人・大家）の許可が

必要ですので、まずは所有者の方とご相談ください。

申し込み先 留寿都村役場企画課　電話0136-46-3131　ＦＡＸ0136-46-3545

設 置 費 用 無料（村が負担します。）

申 込 方 法
「留寿都村防災広報無線戸別受信機等貸与申請書」の提出が必要になります

ので、まずは企画課までご連絡ください。

防災広報無線を設置しませんか？

村からのお知らせを毎週木曜日に放送しています

　ルスツコミュニティーメールは、毎週木曜日に放送

する防災広報無線の内容を、メールで配信するサービ

スです。自宅に居ないときも、村からのお知らせを携

帯電話やパソコンのメールで確認できます。

【登録方法】

①�個人の携帯などから、下記アドレス宛に空メールを

送る。

②�①の後に送られてくるメールに記載されたURLに接

続する。

③�名前や希望の配信内容等を登録する。（接続料がか

かります）

※�毎週木曜日の防災広報無線放送は

　「生活情報」として配信しています。

【登録用空メールアドレス】

　　e-rusutsu@xpressmail.jp

ルスツコミュニティーメールにも登録してね！
▼防災広報無線戸別受信機
室内の受信可能な場所に設置します。
大きさは約20㎝四方です。

お問合せ先
企画課

（電話：0136-46-3131）
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ふれあい公園パークゴルフ場・
アカダモパークゴルフ場

５月３日オープン
●開設期間（予定）
　　　平成27年５月３日～10月31日
●利用時間　  
　　　午前８時30分～午後６時　
　　　　（９月15日からは、午後５時まで）
※積雪などにより、オープン日が延期になる場合があります。ご了承ください。
※�開設期間及び利用時間は、気象条件等により変更する場合があります。また、雨天の場合は閉鎖
します。

●利用料金
　１．ふれあい公園パークゴルフ場

利用の区分 利用者の区分 村内者 村外者

１日券
大　人 ３００円 ５１０円
中学生以下 １００円 ２００円

回数券
（１日券12枚綴）

大　人 ３，０００円 ５，１００円
中学生以下 １，０００円 ２，０００円

シーズン券
大　人 ６，０００円

１５，３００円
７５歳以上 ３，０００円

※就学前のお子様は無料です。
※�シーズン券を希望される方は、４月15日（水）から５月１日（金）までの期間に役場産業課にて手続
き願います。（生年月日を証明できるものをご持参ください。）この期間以降でも手続きはできます。

　２．アカダモパークゴルフ場
　　運営協力金（村内者：100円、村外者：200円）のご協力をお願いします。

●利用方法
　１．利用する方は、管理棟受付で利用申し込みをしてください。（ふれあい公園）
　２．受付で利用券を購入するか、シーズン券を提示してください。（ふれあい公園）
　３．小学生以下の児童生徒が利用する場合は、保護者同伴でお願いいたします。
　４．他の利用者等に迷惑をかける恐れがある時はご利用をご遠慮いただく場合があります。

●問合せ先　　留寿都村役場産業課商工係　電話　０１３６－４６－３１３１

マナーとルールを守り楽しくプレーしましょう！！
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後志広域連合介護保険課
からのお知らせ

　平成27年４月１日から介護保険料が変わります。平成21年度から後志広域連合で行っている介護

保険業務ですが、これまで町村ごとに決められていた介護保険料を、一保険者一保険料の原則のと

おり平成27年度から統一保険料に変更します。

　これにより、高齢者人口の増加とともに介護に要する経費の増額と、さらなる増加が見込まれる

団塊の世代の方たちが75歳を迎える2025年に向けて、町村単独で介護保険会計を運営するよりも、

広域連合全体で介護保険会計を運営する方がより安定した財政運営が可能となり、今後の介護保険

料の急激な上昇を抑えることができます。これまでも、後志広域連合を保険者として介護保険会計

を運営しておりましたが、保険料の統一により広域連合管内の被保険者全体18,399人（平成27年１

月31日現在）で支え合う介護保険となります。

平成27年４月１日から
介護保険料が変わります

お問合せ先
●後志広域連合介護保険課

〒044-8588
虻田郡倶知安町北1条東2丁目 後志合同庁舎車庫棟2階

　　電話　0136-55-8013

●留寿都村役場保健医療課
　介護保険係
　　電話　0136-46-3131

留寿都村の介護保険料
課税 第５期保険料（平成24～26年度） 改定 第６期保険料（平成27～29年度）
情報 段階 対象者 保険料率 年間保険料 段階 対象者 保険料率 年間保険料

本
人
非
課
税

世
帯
非
課
税

第１段階
◦生活保護を受けている人
◦�世帯全員が住民税非課税で
老齢福祉年金を受けている
人

0.5 20,700円

第１段階

◦生活保護を受けている人
◦�世帯全員が住民税非課税で
老齢福祉年金を受けている
人
◦�世帯全員が住民税非課税
で、本人の前年の合計所得
＋課税年金収入額が80万
円以下の人

0.5
→0.45

32,000円
→28,800円

第２段階
◦�世帯全員が住民税非課税
で、本人の前年の合計所得
+課税年金収入額が80万
円以下の人

0.5 20,700円
※�第一段階の方は公費に
よる軽減が図られ、年
間保険料は28,800円
となる見込みです。

第３段階
◦�世帯全員が住民税非課税
で、第２段階に該当しない
人

0.75 31,100円 第２段階
◦�世帯全員が住民税非課税
で、本人の前年の合計所得
＋課税年金収入額が80万
円を超え120万円以下の人

0.75 48,000円

第３段階
◦�世帯全員が住民税非課税
で、本人の前年の合計所得
＋課税年金収入額が120万
円を超える人

0.75 48,000円

第４段階
◦�本人は住民税非課税だが、
世帯の誰かに住民税が課税
されている人

1 41,500円 第４段階

◦�本人は住民税非課税だが、
世帯の誰かに住民税が課税
されていて、本人の前年の
合計所得＋課税年金収入額
が80万円以下の人

0.9 57,700円

第５段階

◦�本人は住民税非課税だが、
世帯の誰かに住民税が課税
されていて、本人の前年の
合計所得＋課税年金収入額
が80万円を超える人

1 64,100円

本
人
課
税

世
帯
課
税
第５段階

◦�本人が住民税課税で、前年
の合計所得が190万円未満
の人

1.25 51,900円 第６段階
◦�本人が住民税課税で、前年
の合計所得が120万円未満
の人

1.2 76,900円

第７段階
◦�本人が住民税課税で、前年
の合計所得が120万円以上
190万円未満の人

1.3 83,300円

第６段階
◦�本人が住民税課税で、前年
の合計所得が190万円以上
の人

1.5 62,300円 第８段階
◦�本人が住民税課税で、前年
の合計所得が190万円以上
290万円未満の人

1.5 96,100円

第９段階
◦�本人が住民税課税で、前年
の合計所得が290万円以上
の人

1.7 108,900円
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産業課からのお知らせ

被害に遭わないために注意しましょう！
○事前にヒグマの出没情報を確認する

○一人では野山に入らない

○野山では音を出しながら歩く

○薄暗いときには行動しない

○フンや足跡を見たら引き返す

○食べ物やゴミは必ず持ち帰る

春はヒグマに注意！
4月1日（水）～5月10日（日）は
春のヒグマ注意特別期間

【お願い】野山でヒグマに遭遇したり、足跡などの痕跡を見付けた

場合は、役場や駐在所などに情報提供をお願いします。

山菜・キノコ採り
24%

狩猟・有害駆除
41%

山林作業
14%

農作業
7%

登山
5%

釣り 3% その他
6%

人身被害発生時の被害者の活動
（S37～H26 北海道調べ）

お問合せ先
産業課

（電話：0136-46-3131）

春の山菜採りに
注意！

　民間活用による良質な賃貸共同住宅の建設を促進し、村内への定住促進を図ることを目的として、村内
（一部の地区）で民間賃貸共同住宅を新築する者（個人・法人）に対して、建設費の一部を補助する「民
間賃貸共同住宅建設促進事業」を、平成27年度実施します。

●事業概要
 （1）施設の種類
　　民間賃貸共同住宅及びその附帯施設
 （2）補助対象者
　　村内に民間賃貸共同住宅を新築し、その所有者となる個人又は法人。
 （3）補助対象となる共同住宅
　　新築で１棟６戸を基本とする。ただし、2棟までを限度とする。
 （4）補助金の額
　　補助金は、１戸当り300万円を限度とする。ただし、１棟当り1,800万円を限度とする。
 （5）事業者選定
　　「公募型プロポーザル方式」を採用し、優れた提案を行った応募者を選定する。
 （6）事業方法

選定された民間事業者が設計・整備した共同住宅の完成後、事業者に対し、共同住宅の整備費の一
部を事業者からの申請により補助する。

 （7）事業者の業務範囲
　　事業者が行う主な業務は次のとおりである。
　　①共同住宅の整備
　　②共同住宅の維持管理に係る業務
　　共同住宅及びその附帯施設の修繕並びに法定点検等の維持管理
　　③その他の業務
　　　村の補助申請手続き等の資料の提供
 （8）事業スケジュール（予定）
　　　平成27年４月　　　事業者の募集
　　　平成27年５月　　　提案書受付
　　　平成27年６月　　　事業者の審査・選定・通知
　　　平成27年７月　　　工事着手
　　　　　　 ↓
　　　平成28年１月　　　工事完成
　　　平成28年２月　　　事業完了、補助金事務検査
　　　平成28年３月　　　入居者の選考・決定

建設課からの
お知らせ

民間賃貸共同住宅建設促進事業
を実施します

お問合せ先
事業の応募方法については、建設
課までお問合せください。
（電話：0136-46-3131）
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　２月23日、留寿都村黒田地区の黒田農場を

解放した、黒田重兵衛氏の親族に当たる方か

ら、静岡県の河津桜を留寿都村役場に送って

いただきました。早咲きの桜として知られる

この桜は、静岡県賀茂郡河津町では２月上旬

から咲き始め、約１か月をかけて満開になり

ます。いただいた桜は、役場庁舎や公民館に

飾られ、一足早

い春を感じさせ

てくれました。

一足早く  桜満開

　２月８日、第25回おおた

き国際スキーマラソンの３

㎞～15㎞の種目に、留寿都

村から13人が参加しまし

た。これは、教育委員会の

フリープランネットワーク事業を利用し、「るすつ歩こう

会」が主催しているもので、今年で４年目の参加で、年々

参加者も増えています。公民館の歩くスキーコースでの

日頃の練習の成果を発揮し、皆さん無事に完走しました。

おおたき国際スキー
マラソンバスツアー

　２月27日から３月１日まで、ルスツリゾートで「第

22回JSBA全日本スノーボードテクニカル選手権大

会」が開催され、全国から予選を勝ち抜いた約270

人の選手が総合滑走能力を競いました。参加者は小

学生から大人まで幅広く、カービングターンの技術

を見るものなど６種目の総合を競います。心配され

た天候も落ち着き、穏やかな天候の中、白熱した大

会となりました。

スノーボードの全日本大会開催

　２月20日から23日まで、姉妹都市の養父市から、

養父・留寿都地域間交流事業として毎年実施され

ている「やぶルスツスキーツアー」の方々８人が

来村し、スキーや交流会などを楽しみました。交

流会には、留寿都村から10人ほどが参加し、村内

の飲食店などで行いました。養父市と留寿都村

は、但馬地域の中央に位置する養父町産の仔牛の

導入が縁で、昭和56年７月に姉妹提携が結ばれま

した。

養父市からスキーツアーの
皆さん来村

２・３月の　

ピック
アップ

3月20日 　　　　　 　　3月14日 　　　　　　3月4日　　　　　　　　3月1日 　 　　　　　　　　　　　　　2月27日　　　  　　　　2月23日　　　  　　　　　2月20日　  　　　　2月8日　　　　
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　３月20日、留寿都小学校で第110回卒業証書授与

式が行われ、18人が卒業を迎えました。中学校の制

服姿の６年生は、卒業証書を受け取った後、中学校

で頑張りたいことや親や先生、地域の方への感謝の

言葉を一人ひとり大きな声で発表しました。会場に

は卒業生の似顔絵が飾られ、小学校のホールには、

卒業生の将来の夢を書いたものが展示されていまし

た。

６年間の思い出を胸に
　３月４日、高齢者生活支援ハウスで、留寿都村

女性団体連絡協議会が主催する「ほっとなサロン   

うぃず・ゆー」が開催され、「こすもす」の方を迎

え、ひな祭りのミニコンサートを行いました。演

奏の後は、参加者も一緒に歌謡曲など11曲を歌い

ました。皆さん大きな声で歌い、リフレッシュで

きたようでした。その後は、スタッフの方が、餡

から手作りした桜餅をおやつに、岸千恵子さんの

ビデオ鑑賞をし、楽しいひと時を過ごしました。

ひな祭りコンサート

　３月14日、留寿都中学校で第39回卒業証書授与式

が行われ、16人が卒業を迎えました。晴天の中行わ

れた式では、最後に卒業生の合唱と全校生徒の合唱

があり、会場では重厚なハーモニーが響き、感動に

包まれました。高校入学を機に、留寿都村で保育所

から一緒に過ごした仲間との別れもあることから、

退場の場面では涙する生徒も見られました。

感動のハーモニー
　３月１日、留寿都高等学校の第61回卒業証書授

与式が行われ、３年生12人、４年生８人が卒業を

迎えました。答辞では、卒業生代表から在校生に

対し、「留寿都高等学校でしかできないことを思う

存分挑戦し、悔いの残らない学校生活を過ごして

ください」との言葉のほか、保護者の方や先生方

などへの感謝の言葉がありました。卒業生退場の

場面では、涙と笑顔で清々しく退場する姿が見ら

れました。

新たな一歩を

3月20日 　　　　　 　　3月14日 　　　　　　3月4日　　　　　　　　3月1日 　 　　　　　　　　　　　　　2月27日　　　  　　　　2月23日　　　  　　　　　2月20日　  　　　　2月8日　　　　
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税
務
課
（
庁
舎
②
番
窓
口
）

家
屋
の
新
築
等
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

家
屋
の
新
築
ま
た
は
増
築
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
場
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
翌
年
か
ら
の
固
定
資
産
税
を
計

算
す
る
た
め
に
家
屋
の
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
都
合
の
よ
い
時
間
を
相
談
の

上
、
役
場
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
。
（
役
場
か
ら
連
絡
、

訪
問
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
所
有
権
を
移
転
し
た
場
合
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行

っ
て
お
り
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　

４
月
１
日（
水
）～
６
月
１
日（
月
）（
た
だ
し
、

閉
庁
日
で
あ
る
土
日
祝
日
は
除
く
。）

○
縦
覧
時
間　

８
時
45
分 

～ 

17
時
30
分

○
縦
覧
場
所　

留
寿
都
村
役
場　

税
務
課
税
務
係

 

他
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。
衆
議

院
の
解
散
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
政
府
予
算
編
成
が
遅
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
健
康
保
険
料
率
並
び
に
介
護
保

険
料
率
の
決
定
が
遅
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
保
険
料
率
の

変
更
が
例
年
よ
り
１
か
月
遅
れ
の
４
月
分
（
６
月
１
日
納
期

分
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
、

10
・
14
％
（
＋
０
・
02
％
）
、
介
護
保
険
料
率
は
１
・
58
％
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
14
％
）
と
、
健
康
保
険
料
率
は
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
何
卒
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
」
の
ご
案
内

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
年
度
内
に
１
回
、
加
入
者

の
皆
さ
ま
の
健
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
35
歳

～
74
歳
の
被
保
険
者
（
ご
本
人
）
さ
ま
へ
は
、
が
ん
検
診
を

含
め
た
充
実
し
た
健
診
項
目
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

を
、
40
歳
～
74
歳
の
被
扶
養
者
（
ご
家
族
）
さ
ま
へ
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康
診
査
」

と
二
つ
の
健
診
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
１

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
が
施
行

　

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
と
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
フ
ロ
ン

類
の
排
出
抑
制
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、フ
ロ
ン
類
の
製
造
、

使
用
、
廃
棄
に
至
る
包
括
的
な
規
制
措
置
を
講
じ
る
「
フ
ロ

ン
排
出
抑
制
法
」（
改
正
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
）
が
４
月
１

日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ン
類
（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）
が
冷
媒
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
業
務
用
冷
凍
冷
蔵
・
空
調
機
器
の
管

理
者
（
機
器
の
所
有
者
等
）
に
は
、
冷
媒
漏
え
い
防
止
の
た

め
の
機
器
の
点
検
、
漏
え
い
時
の
修
理
、
修
理
な
し
で
の
充

塡
の
原
則
禁
止
、
機
器
整
備
の
結
果
の
記
録
・
保
存
等
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
e
n
v
.
g
o
.
j
p
/
s
e
i
s
a
k
u
/
l
i
s
t
/
o
z
o
n
e
.
h
t
m
l

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

○
問
合
せ　

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課

　
　
　
　
　

（
０
１
３
６-

２
３-

１
３
５
４
）

　
　
　
　
　

北
海
道
環
境
生
活
部
地
球
温
暖
化
対
策
室

　
　
　
　
　

（
０
１
１-

２
０
４-

５
１
８
９
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

５
月
11
日
か
ら
20
日
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
週
間

で
す
。
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
自
転
車
の
安

全
利
用
、
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
な
ど
に
重
点
を
置

き
、
実
施
さ
れ
ま
す
。
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

歯
科
Ｇ
Ｗ
休
日
当
番
表

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
、
羊
蹄
山
麓
地
区
の
歯
科
休

日
当
番
は
次
の
と
お
り
で
す
。
診
療
時
間
は
、
９
時
か
ら
昼

12
時
ま
で
で
す
。

　

５
月
３
日　

ぶ
な
の
森
レ
イ
ン
ボ
ー
歯
科

（
黒
松
内
町
字
黒
松
内
２
９
０
）　
　

電
話　

０
１
３
６-

７
７-

２
２
１
６

　

５
月
４
日　

ロ
イ
ヤ
ル
歯
科
医
院（
倶
知
安
町
北
１
西
３
）

電
話　

０
１
３
６-

２
２-

５
５
８
５

　

５
月
５
日　

よ
う
て
い
京
極
歯
科

（
京
極
町
字
京
極
２
１
６
）　
　
　
　
　

電
話　

０
１
３
６-

４
１-

２
２
２
２

お問合せ先

留寿都村役場	 0136-46-3131

留寿都村教育委員会	 0136-46-3321

留寿都診療所	 0136-46-3774

地域包括支援センター
	 0136-47-2277

羊蹄山ろく消防組合留寿都支署
	 0136-46-3304

後志広域連合介護保険課
	 0136-55-8013

４
月
30
日
（
木
）

軽
自
動
車
税

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

納

期

限
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消費生活相談

　数年前に買ったトレッキングシューズを履いて登山をしたら、途中で

靴底がパックリ割れて壊れた。数回しか履いていないのにおかしいので

はないか？という相談が全国の相談窓口に寄せられています。

　これは主に靴底に用いられているウレタンが加水分解（空気中の水分

や雨水等の浸入で分子結合が次第にもろくなること）によって、最終的

に形状を保てなくなり、起きてしまう現象です。これは使用頻度と無関

係に起こり、製造時点から始まっている変化です。日本は高温多湿の環

境にあり、加水分解が進みやすいことも要因だと考えられています。

　劣化を抑えるためには使用後に水分や汚れをしっかり取り、風通しよ

く保管するといった工夫ももちろん必要ですが、使う前には靴の各部分

が機能しているかしっかりと確かめましょう。

　メーカーによっては、この問題を認識していて、有償での修理を行っ

ていることもあるので、愛着のある靴であれば、買い替える前にメーカ

ーに相談してみてはいかがでしょうか。

　ウレタンは靴以外にも衣料品などに使用されていて、剥がれ、ひび割

れ、ベタつきが起こることもあわせて知っておくとよいでしょう。

　困ったり、納得できなかったりする場合には役場産業課や相談窓口に

ご相談ください。

○問合せ　ようてい地域消費生活相談窓口

　　　　　相談員 池田／電話0136-44-1600

数回しか履いていない靴の底が割れて
しまった。おかしいのではないか？

しりべし弁護士相談センター（４・５月）
毎週水曜日／13:00～16:00

４月 ８日、15日、22日　　５月 13日、20日、27日

※相談は事前予約制

※予約受付時間　平日　10:00～16:00(12:00～13:00を除く)

[住所]　岩内町字高台84番地3（佐藤精肉店となり）

[電話]　0135-62-8373

４月の
健康カレンダー

４月
７日火

子宮がん・乳がん検診
受付／8:30～9:00
　　　12:00～12:30
場所／公民館

４月
８日水

４種混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所

４月
１５日水

水痘予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所

４月
１６日木

乳児健康診査及び歯科
健康診査
受付／13:00～14:30
場所／公民館

４月
２２日水

BCG・麻しん風しん
混合1期(1歳児対象）・
水痘予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所

４月
２７日月

いきいき体力アップ教
室（対象者65歳以上）
受付／13:30
場所／公民館

※予防接種につきましては、ワクチ
ン確保の都合がありますので予約
が必要となります。対象となる方
へは個別にスケジュール表を送付
していますので、そちらをご覧の
上、実施を希望される日の1週間
前までに診療所までご予約下さい。
（診療所：電話0136-46-3774）
※担当　健診等/保健医療課
　いきいき体力アップ教室/地域包

括支援センター

４月の
救急当番病院
(土曜日受付時間12:00～17:00、

休日受付時間９:00～17:00)

４月11日土、12日日、18
日土、19日日、25日土、
26日日、29日
倶知安厚生病院 TEL0136-22-1141

※夜間（17:00～21:00）は倶知安
厚生病院が対応します。

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

一般幹部候補生

（一般）

22歳以上26歳未満の者

（20歳以上22歳未満の

大卒見込みを含む）

平成27年３月１日

から５月１日

一次試験

平成27年６月５日

一般幹部候補生

（歯科・薬剤科）

専門の大卒（見込み含む）

20歳以上30歳未満

（薬剤は20歳以上

28歳未満の者）

平成27年３月１日

から５月２日

一次試験

平成27年６月５日

◯詳しくは倶知安地域事務所まで（倶知安町南３東１）電話 0136-23-3540

◯留寿都村役場企画課　電話 0136-46-3131

自衛官募集
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長いも豚汁

＊材料
・長いも・・・・・中１/２本

・豚肉薄切り・・・200ｇ

・人参・・・・・・１/３本

・しめじ・・・・・１/２株

・豆腐・・・・・・150ｇ

・しらたき・・・・100ｇ

・ごぼう・・・・・小１/２本

・だし汁・・・・・４カップ

・みりん・・・・・大１

・味噌・・・・・・大４

・ごま油・・・・・少々

・長ネギ・・・・・適量

・唐辛子(薬味)・・適量

＊作り方
①ごぼうはささがきにし、水につけておく。

②人参はイチョウ切り、豚肉は一口大に切り、長いもは皮

を剥き、1.5センチ幅の輪切りにし、一口大に切る。し

らたき、豆腐、しめじ、長ネギも切っておく。

③厚手の鍋に、ごま油を入れ、豚肉を炒め、人参・しめじ・

しらたき・ごぼうを入れさらに炒める。

④③にだし汁を入れ、10分ほど煮込む。灰汁が出る場合は

取る。

⑤豆腐と長いもを入れさらに10分ほど煮込む。

⑥味噌・みりんを入れ弱火で10分ほど煮込み、ごま油を

少々入れてできあがり。長ネギと唐辛子はお好みでかけ

てください。

人口と世帯（外国人を含む）

（平成27年２月末現在）

人口	 1,879	（前月比 －６）	

男性	 935	（前月比 －１）	
		 （内外国人：９人）	

女性	 944	（前月比 －５）	
	 　	（内外国人：18人）	

世帯	 868	（前月比 －２）	

　毎年２月に養父市からスキーツアーの皆さんが、ルス
ツリゾートでのスキーを楽しみにいらっしゃっています。
P22ピックアップ記事に載せている交流会に、私も参加し、
養父市のお話をたくさん聞くことができました。養父市
の特産品・但馬牛はブランド牛として有名で、今回いら
っしゃった方の中にも但馬牛を育てている方がいました。
牛にも旬があるそうで、一番美味しい時期を教えてもら
いました。また、但馬牛の多くは有名な神戸牛、松阪牛
に育て上げられるようです。錦鯉の養殖も有名で、鯉料
理も多く食べられるとのこと。養父市では、美味しいお
米もつくられています。昭和56年７月の姉妹提携からも
うすぐ35年。養父市の方の訛りは柔らかく温かい人が多
いと感じました。また来年お会いするのが楽しみです。

こんにちは赤ちゃん
２月26日　仁司　陽

ひよ

葵
り

ちゃん

保護者/貴則さん＝まどかさん(五ノ原)

末永くお幸せに
３月３日　吉本　　悟さん   本田和加奈さん(向丘)

２月16日～３月15日届出分

　豚汁のじゃがいもを長いもにかえて作ってみました。長いものシャキシャキとした食感は、できあがり時

にはほくほくとした食感に変わり、里芋のようです。汁にねばりはあまり出ませんが、煮込み過ぎないよう、

長いもは後から入れてください。４月は長いもの春掘りが始まります。越冬した甘い長いもで作ってみ

てください。
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